
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バージャー病はなぜ発症するか？ 
NPO法人バージャー病研究所 つくば血管センター センター長 岩井武尚 

 

2015年、夕方の情報番組『スーパーJ チャンネル』の取材を受けバージャー病の紹介を 

行った。冷えを感じるいくつかの疾患を紹介したものだが、放送後の患者さんの反応も大き 

く関心の高さが伺えたので、ここでもう少し詳しく解説しいと思う。 

 

                              この問題に、これまで何千人もの医者が取り組んできたことは間違いない。日本では 

江戸時代末期から、西洋でも 19世紀頃から、かなりの人々を悩ましてきた記録がある。 

病名の元になった有名なバージャー博士（Buerger）は、20 世紀初め、アメリカで研究して発表して考え抜いたが結論は出なかった。つい

最近日本で病理学的研究に没頭した稲田潔先生（岐阜大血管外科から病理学へ）が 95 歳で亡くなった。が、「あらゆる血栓を作った

が、バージャー病のような血栓はできなかった」と書いていた。ところが、昔は多かったこの病気が、近頃あまりお目にかからなくなった。エノケンが

罹った病気といえば一発でわかった病気である。いまはエノケンを知る人もわずかである。 

 

そこで歯周病菌の登場である。研究初めの頃は「歯が？」と変な研究者を見るような目を向けられた。それから 16年。今はどうだろう。歯周

病は、あっちこっちでモテモテである。疫学的研究でも、臨床研究でも、動物実験でも、DNA 調査でも、研究は様（さま）になってきた。昔の

研究も役に立ってきた。 

2005 年にバージャー病の閉塞動脈から歯周病菌 DNA を発見して発表、引き続き閉塞静脈からも歯周病菌が発見された。その勢いで

研究をつづけていたらいろいろなことが判った。粥状硬化症や大動脈瘤からも歯周病菌 DNA は見つかったが、これら老人血管病では歯周病

菌が単独で原因にはならないと直感して、まず、バージャー病研究に集中した。歯周病菌が全身を回ることはすでに分かっていたが、その仕組

みは判らなかった。その一つを偶然発見した。血小板浮遊液に歯周病菌を落としたら何か反応していることに注目して検索したら、歯周病菌

が血小板をとらえて取り込むことが判った。弱毒嫌気性菌であるが、数時間にわたり生きていることもわかった。その後これも偶然の検索から、

血中の単球も歯周病菌を生きたまま運ぶことが判った。 

あとは、血管壁と歯周病菌との直接反応を見ることである。試行錯誤の末 2014-5 年に新しい発見があった。ラットを麻酔して、その足の

動脈を 2 本の糸で軽く結紮して動脈の嚢を作り、そのなかに 1 種ずつ、3 種類の歯周病菌を注入してみたのである。3 種とも 1,2,4 週と経

過を追ったが、その出来上がりは急性期から慢性期までのバージャー病そっくりな顕微鏡所見だった。動物実験の成功である。50歳以上の老

人では、他の因子が加わって第二段階のバージャー病ともいえるアテローム閉塞や動脈瘤が出来上がるという手がかりも得た。 

歯周病菌は今や、全身の血管を 24時間いじめている。いじめるだけでなく、人殺しもする悪玉であることが判った。 

地域包括ケア病棟開設のご案内 
 

平成 28年度の法改正を受けて、守谷慶友病院では病棟を大幅に変更し、平成 28年 5月(予定)より地域包括ケア病棟を開設する

こととなりました。入院期間の短縮や、在宅復帰率など医療機関に課せられる条件が厳しくなってきている中で、高齢者も増え、ますます退

院に時間のかかる状況となっていることが悩みの種だと思います。皆様の退院支援の問題を解決する一つの手段として、積極的にご利用い

ただける病棟になれますよう、職員一同努めてまいりますので、今後ともよろしくお願いいたします。 

 

   地域包括ケア病棟 1 

   病床数 46床 

   入院期間 最長 60日 

   ※一部有料のお部屋がございます 2700円/日(税込・4人部屋)、5250円/日(税込・個室) 

部署紹介 ～病診連携室/医療相談室～ 
 

私たちの部署は、地域の医療機関や様々な福祉サービス機関との連携の窓口を担当

しています。患者さんにスムーズに医療・介護サービスを提供できるように、各関係機関等

と協力し、様々な支援・調整を行います。今年からスタッフも増員し、今まで以上に迅速な

対応を行えるようになりました。 

今後は「顔が見える連携」を目指していきたいと考えています。ご挨拶等にお伺いした際

は、何卒よろしくお願いいたします。 

守谷マラソンに参加しました！ 

毎年、2月の第 1週目の日曜日に開催される『守谷ハーフマラソン』が今年は 2月 7日（日）に開催されました。慶友会では 2009

年より参加し、今年で 8年目になります。今年は医師・看護師・薬剤師・レントゲン技師・臨床工学技師・介護士・事務・健康運動指

導士等、多職種のランナーが 5km の部に 3名（初参加 1名）、ハーフの部に 19名参加（初参加 2名）し、ランナーの内 4名がメ

ディカルランナー（救護ランナー）として参加しました。また、マネージャーとして 3名の職員が参加し、ランナーが快適に走れるようサポート

してくれました。更に、コース各所に設けられた救護所の救護班として医師 1名・看護師 3 名がメディカルスタッフとして、守谷マラソン全参

加者の安全を守るために参加されました。 

 

 マラソン当日は、晴天と沿道からの温かい声援に背中を押され、『参加ランナー全員完走』を達成し、8名が自己ベストを更新することが

できました。沿道からの温かい声援を受ける度に、地域の皆様に支えられていることを実感しました。 

 慶友会は来年の 2月も走ります。一生懸命走りますので、応援宜しくお願いします！ 

 

消化器内科：宇土 潤平先生 

経歴：筑波大卒（H13）筑波大学附属病院で初期研修。つくばセントラル病院、 

県西病院、河北総合病院、湖南病院などで勤務しました。胃腸科認定医 

得意な症例：スムーズな挿入の内視鏡を心がけています。内科全般を診ていきます。 

禁煙外来での禁煙成功例も多数あります。 

一言：１０年以上暮らしていた県南。茨城に帰ってきた心境です。内視鏡は元より 

色々な形で患者様に、病院に、地域に貢献できればと頑張っていきます。 

内科：礒沼 弘先生 

経歴：昭和 57年順天堂大学医学部卒業 

     順天堂大学 総合診療科 客員教授 

得意な症例：呼吸器、感染症、一般内科 

一言：今年から、月曜日午前の外来を担当します。お気軽にご相談下さい。 


